
LAAN-A-LM046

食品用金属缶から溶出するエピクロルヒドリンの分析 
Analysis of Epichlorohydrin Dissolved from Metal Can for Preserving Food by GC

食の安全・安心に関する関心の高さから，食品包装材

に残留する有機溶剤類が注目されています。 

「食品衛生法-食品，添加物等の規格基準 第3器具およ

び容器包装」には，食品包装材の材質ごとに規格や基準

が定められ，試験方法が示されています。 

食品用金属缶については，食品と直接接する部分を合

成樹脂で塗装されているものが多く，塗料の原材料には，

エポキシ樹脂，フェノール樹脂，ポリ塩化ビニル等が用

いられています。個別規格としてフェノールやホルムア

ルデヒド，蒸発残留物，エピクロルヒドリン，塩化ビニ

ルの試験法が設定されており，規格は全て溶出試験によっ

て行います。 

本アプリケーションニュースでは，合成樹脂により内

部塗装された金属缶から溶出するエピクロルヒドリンの

分析例についてご紹介します。 
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■エピクロルヒドリン試験法の概要 
Outline Of Epichlorohydrin Analysis Method

この試験法は，金属缶の内面塗装に使用されるエポキ

シ樹脂の原料モノマーの一つであるエピクロルヒドリン

をGC/FIDで測定するもので，食品と直接接する部分に

合成樹脂を用いた金属缶に適用されます。（乾燥食品また

は内面への接触が少ない固形食品で，油脂及び脂肪性食

品以外の食品を内容とする缶は対象になりません。ただ

し，内容食品の種類に関わらず，除菌，殺菌または減菌

され，長期間保存することを目的として製造される缶は

対象となります。） 

溶出試験では，n-ペンタンを用いて溶出した試験溶液

中のエピクロルヒドリンのピーク面積値がエピクロルヒ

ドリン標準溶液（0.5 μg/mL）のピーク面積値よりも大

きくないことを確認します。 

■分析方法 
Analysis Method

前処理法は「食品衛生法-食品，添加物等の規格基準 第

3器具および容器包装」に準じました。 

試料には市販の食品用金属缶を用い，n-ペンタンを浸

出溶液として25 ℃で1時間溶出させ，得られた溶出液を

試験溶液としました。このとき，エピクロルヒドリンや

n-ペンタンは蒸発しやすいので，上部にアルミ箔をかぶせ，

さらにその上からポリ塩化ビニル製ラップフィルムをか

ぶせて輪ゴムでとめるなどの操作を行い，密封して溶出

させました。 

カラムには，RESTEK社製のRtx-WAX（内径0.53 mm，

長さ30 m，膜厚1 μm）を用いました。キャリアガスは，

エピクロルヒドリンが約7分で溶出する流速に設定しまし

た。前処理方法のフローチャートをFig. 1に，分析条件を

Table 1に示しました。 
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Fig. 1　食品用金属缶の前処理方法 
Preparation of Metal Can for Preserving Food
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エピクロルヒドリン標準溶液及び市販の食品用金属缶

を用いて得られた試験溶液のクロマトグラムをFig. 2に示

しました。 

エピクロルヒドリンは，試験溶液のクロマトグラムに

おいて，標準試料のピーク面積より小さく，基準値を下

回っている事が確認されました。 

■標準溶液及び試験溶液の分析 
Analysis of Standard Solution and Sample Solution
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Fig. 2　エピクロルヒドリン標準試料と試験溶液のクロマトグラム 
Chromatograms of Standard Solution and Sample Solution

Table 1　分析条件例  
Analytical Conditions

Model
Column
Column Temp.
Injection Temp.
Injection Method
Carrier Gas
Detector
Detector Temp.
Injection Volume

: GC-2010PlusAF
: Rtx-WAX (30 m × 0.53 mmI.D. df = 1 μm) 
: 50 ˚C (5 min)-10 ˚C/min-100 ˚C 
: 220 ˚C 
: Split 1:10 
: He 74 cm/sec 
: FID 
: 220 ˚C 
: 5 μL
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